
山地の谷沿いのやや湿り気のある林中に生える多年草。茎はやわらかく、まばらに分枝して高さ30-

60cm、まばらに軟毛が生える。葉は長楕円形で先はしだいに細くとがり、下部はしだいに狭くなって長さ

0.5-1.5cmの柄となる。葉の縁に短毛がやや密に生え、両面はごくまばらに短毛がある。葉身は長さ5-

12cmになり、幅1.5-4cm。6-7月、葉腋に下向きの1個まれに2個の花をつける。花柄は細く、花期、果期と

もに長さ1.5-2.5cm。花冠は淡緑色、広鐘形で浅く5裂し、径約1.5cm。

2ヶ所で知られており、1ヶ所では植生保護柵で保全さ
れている。対策を講じなければ、シカの採食による影響
ですぐに消失してしまう可能性がある。

生育地の保全が重要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：小林禧樹

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ナス科

兵庫県ランク…アオホオズキ
環境省ランク… VUPhysaliastrum  japonicum  (Franch. et Sav.) Honda


